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宿主介在性抗腫瘍作用を示す

　　　生薬有効成分の検討
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1目的1　がん 患者は後天的免疫不全状態を呈する事が知 られ て い る 。 そ こ で 非特異的

な免疫能力の 増強が可能と成れば 、 が ん特異的免疫能力も付随的に高 まる と予 想され る。

私達は 、経口的に投 与可能で且 つ BRM 活性を発揮する製剤 の 開発を目指 して い る 。 こ

こ で は 、十全大補湯及び構成単味生薬及び そ の 分画物 を用 い て得 られ た成績を紹介 した

い e

【材料と方法】　鑞 生 後8〜12遇齢のC57BL16を用 い た 。 又 、
マ ウス リン パ 腫

（EL・4）細胞を皮下 に移植（15 × 104 ／マ ウス）して担が ん宿主 とした 。　一

瓰 十全大補湯及び構成単味生 薬（K ．K ．ツ ム ラ）は 50mgtkglday 分画物は 25mglkglday

を隔日に 6回又は 10回経ロ ゾ ン デ で投与した 。

　【成績と結論】 1 　
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各構成単味生薬を50mglkg ノ匹 1日お きに 経口 よ り投与 し、 実験群 と した 。 更に、移植後

3日と5日目にサイク ロ フ ォ ス フ ァ ミ ド（CPA ）を化学療法剤と して併用 した群 と生薬単独

治療群を設定 した 。 ms 値（lncrease　of 　Life　Span）が有効 と判定 され た生薬は 、 地黄 ・黄耆 ・

蒼朮の 3種であ っ た 。 有効な ms 値を示 した単味生薬群では、一旦局所で増殖 した腫瘍が

退縮 した個体（15匹中8匹）や生存 日数が 10箇月以上生存 し、 完全治癒が示唆され る個体

も認め られた（15匹中5匹）。　p m 十全大補湯構成単味生薬の構

造活性相関を探 る為 、 各生薬の 分画 を得て前記同様に試験 した 。 地黄の分画の 中で は酢

酸エ チ ル に抽出 される分画に 有効成分が存在 して い た 。 又、黄耆ではブタノ ール不溶性

画分に
、 蒼朮で はブ タ ノ ール 抽出物が 最 も高値で あ っ た 。　II エ フ ェ ク ター

　　：実

験群縮主の リ ン パ 器官に よ り、 有核細胞を試験管内に取 り出 し 、 抗腫瘍 エ フ ェ ク タ
ー

細胞の 同定 を試み た 。 標的細胞であるEレ 4細胞は iaS　I・Uridine含有メデ ィ ウ ム で培養 して

標識 した。 大食細胞 とB細胞は設定 した どの細胞比 に於て も、 腫瘍細胞破壊活性 を示さ

なか っ たが 、 T細胞に腫瘍細胞破壊活性が認め られ た。又サブセ ッ ト別の検索では 、

サ イ ト トキ シ ッ クT細胞が作用細胞で ある事が明か とな っ た 。
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